
 

  

 

 

 

 

 

校訓「文武両道」「自主自律」生徒目標「真剣な学習」「節度ある行動」 

 

 

健康に気を付け自分らしい夏休みに 

校長 中田 和直 

 

昨年は台風や集中豪雨による災害が多く発生した年でした。今年は穏やかな一年になればと願っていました

が、新型コロナウイルスが世界的大流行となり、現在も感染拡大が止まりません。また今年も梅雨に入り、九州・

中国地方を中心に大きな水害による被害が出てしまいました。新型コロナウイルス感染防止対策に取り組みな

がらの避難生活は本当に大変な状況だと思います。新型コロナウイルスの感染や水害で亡くなられた方々のご

冥福をお祈りすると共に、一日も早く感染が収まり、水害に遭われた地域の復興を願っています。 

 そのような状況の中で私たちの学校生活も大きく影響を受け、３月には臨時休業となり約３ヵ月もの間学校が

休業となってしまいました。 

 ６月１日より学校が再開され分散登校から一斉登校となり２か月。今日１学期の終業式を迎えましたが、7 月

に入り感染者は 20 代 30 代の若年層から高齢者まで感染者数が増加し、幅広い年齢層に拡大しており、新型

コロナウイルスの勢いはとどまることなく第２波の入口との報道もあります 

改めて私たちはどんなことに気を付けて生活をしていけばいいのでしょうか？ 

７月１日読売新聞にこんなコラムがありました。 

詩人の川崎洋さんは１７歳の次女から詩を作ってほしいと頼まれたことがある。半年のうちに相次い

で両親を亡くした友達に送りたいからと。 

悩んだすえに一緒に悲しむしかないと腹をくくり、書いた。 

一日を我慢して二日目を我慢してください／それが三日目になり一カ月になり／やがて一年になり

ますそして５年がたちます／そのとき／きっと今とはちがいます／ですから／今を我慢してください 

新型ウイルスによる死者が６０万人を超えた。日本でも９８０人以上が亡くなっている。 

膨大な数の遺族がいつか悲しみが違ってくる日に向け、苦しくても歩き出している。高齢者を中心

に死者数が膨らんだ春先、女子高生が我がことのように悼み、「お年寄りのために私ができるのはマ 

スクを忘れないことです」と話すテレビを見た。川崎さんの娘しかり、世の中には他者の悲しみの共感

というものを教えてくれる優しい人がいる。                    （2020.7.1読売新聞） 

この記事を読み感染が再び拡大している状況の中で、他者の悲しみへの共感はもちろん、私たちができること

は自らの命を守る行動をとることや医療従事者の方や私たちの生活を支えてくださっている方への感謝や共感

する心が大切なことを改めて感じました。 

最近、新聞報道では海外のコロナウイルスの治療薬が新たに日本で承認される見込みであったり、ワクチンの

治験で有望な結果が出るなど明るい話題も報道されたりしていますが、まだまだ厳しい状況です。気を緩めるこ

となく生活をしていきましょう。 
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さて、今年の夏休みは８月１日～２４日までの３週間という短い期間となりました。新型コロナウイルスの影響で

例年の夏休みのように出かけることもままならない状況ですが、自分にしかできない夏休みにしてほしいと思い

ます。 そのためにもしっかりと 1学期を振り返り夏休みの目標を立てて生活してほしいと思います。 

 皆さんは「感想戦」という言葉を知っていますか？感想戦とは感想文の感想という文字を書きますが、将棋の

対局（試合）の後、戦った二人が対局を振り返ってそれぞれが何を考えていたのか、あの場面ではもっといい方

法はなかったのかなどを振り返り、分析し、次に生かすために行われるもので、将棋の世界ではこの「感想戦」を

大切にしているそうです。 

将棋の棋士で、14歳 2か月でプロ入りし、デビューから 29 連勝の記録や史上最年少 17 歳 11 か月で、棋

聖戦でタイトルを獲得した藤井聡太七段を知っている人も多いと思いますが、藤井聡太七段もこの「感想戦」を

大切にしているそうです。 

藤井七段は好きな言葉は？と聞かれたとき「感想戦は敗者のためにある」と答えています。その理由として「感

想戦という行為自体が他の世界では珍しいと思う。感想戦の意義をよく表した言葉だと思う」と答えています。

感想戦には時間制限がなく負けた人が納得するまで続けるそうです 

 とかく負けたり失敗したときは、ただ落ち込んだり、あるいはごまかす、言い訳をする。逆にうまくいっただとき

は、都合のいいことだけを記憶に残して途中の失敗はなかったことにする。 

 皆さんはどうでしょうか？ 

 客観的に自分を見つめ直すのはなかなか難しいと思います。その機会を与えてくれるのが感想戦と言えるの

だと思います。私たちの日常にもこの感想戦から学ぶことが多いのではないでしょうか。 

 臨時休業期間中や 1学期を振り返り自分自身が頑張れたことや足りなかったことなど振り返り計画を立ててみ

てください。その振り返りを次につなげることが大切です。 

 短い期間ですが、くれぐれも健康に気を付け、元気に２学期の始業式に会えることを楽しみにしています。 

 

２０２０．７．３１ 終業式に校長講話より 

 

  

 

 

 

 

＜８月＞ 

 

２５日（火）始業式 

 ８：２５ 登校 （制服登校です） 

 ８：４５ 始業式 

  ９：４５ ２校時～６校時 授業 

２６日（水）定期考査 （国語・社会・美術・数学・技家） 

２７日（木）定期考査 （英語・理科・音楽・保体） 

２８日（金）３年生領域診断テスト①～⑤ 

 

＜９月＞ 

１日（火）避難訓練（下校訓練） 

 ４日（金）美術館事前訪問（３） 

 ５日（土）土曜授業 

 ７日（月）全校朝礼 

 ８日（火）専門委員会 

１０日（木）中央委員会 

１１日（金）セーフティ教室 

１４日（月）～１９日（土）学校公開週間 

１８日（金）生徒会選挙 

１９日（土）土曜授業 

２３日（水）６時間授業 

２８日（月）生徒会朝礼 

＜今後の主な予定＞ 


